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４
月
28
日
、
小
谷
村
山
菜
狩
り

体
験
が
開
催
さ
れ
、
18
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
年
は
春
の
訪
れ
が
早
く
、
山

菜
の
時
期
が
終
わ
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
不
安
で
し
た
が
、
澄

み
渡
る
よ
う
な
晴
天
の
下
、
山
菜

狩
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。急

斜
面
で
枯
草
が
多
く
足
場
も

悪
か
っ
た
で
す
が
、
心
配
し
て
い

た
山
菜
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
「
こ
ご
み
」
な
ど
山

菜
を
袋
い
っ
ぱ
い
採
っ
て
、
大
満

　
今
年
も
川
合
鶴
宮
八
幡
社
・
大
宮
・
古
宮
・
武
宮
神
社
の
例
大
祭
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
以
前
の
よ
う
に
舞
台
や
子
ど
も
神
輿
を
曳
行
し
た
り
、
飾
っ
た
り
し

た
町
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
境
内
に
屋
台
が
並
び
、
子
ど
も
た
ち
が
大
勢

集
ま
り
、
に
ぎ
や
か
な
光
景
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
り
ま
し
た
。

足
で
し
た
。

そ
の
後
は
、
山
菜
尽
く
し
の
食

事
を
と
り
、
温
泉
に
入
っ
て
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し

た
。

十

今
年
は
地
元
３
町
会
（
町
、

東
方
、
北
方
）
か
ら
大
宮
・
武

宮
両
神
社
の
氏
子
な
ど
が
参
加

し
、
4
月
14
日
の
夜
に
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

鳥
居
火
の
起
源
は
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
文
献
に

は
既
に「
古
く
か
ら
あ
る
行
事
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て

は
お
盆
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
現
在
は
４
月

の
14
、
15
、
16
日
の
３
夜
に
わ

た
り
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
居
火
は
、
平
成
４
年
に
市

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

暗
い
山
の
急
斜
面
に
、
松
明
の

火
で
人
文
字
の
鳥
居
を
形
作
っ

て
い
き
ま
す
。
形
が
整
い
松
明

を
持
つ
手
が
大
き
く
回
さ
れ
る

と
き
、「
う
お
ー
」
と
い
う
声
が

麓
ま
で
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。写真提供：氏子

子どもの笑顔春まつり子どもの笑顔春まつり

どれにしようか
な～

どれにしようか
な～

今回から今回から
女の子も乗るようになりました女の子も乗るようになりました

舞台でのひと時
舞台でのひと時

真剣！！真剣！！
お神輿わっしょいお神輿わっしょい

稚児は神様稚児は神様

地面に足をつけて
はいけない

地面に足をつけて
はいけない

鳥
居
火

小
谷
村
で
山
菜
狩
り

小
谷
村
で
山
菜
狩
り♪♪
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新 

任 

職 

員
島
内
公
民
館
　
　

主
事保科

　
　
黄

　

初
め
ま
し
て
。
保
科
『
黄
』
と

い
い
ま
す
。よ
く
聞
か
れ
ま
す
が
、

読
み
方
は
「
こ
う
」
で
す
。
好
き

な
色
は
黄
色
で
す
。

　

島
内
地
区
で
は
今
年
度
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
き
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
が
少
し
ず
つ

動
き
出
し
て
行
く
、
と
た
く
さ
ん

の
方
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
主
事
と
し
て
、
地
区
の

皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
精
一

杯
努
め
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

島
内
図
書
館
　
　

司
書滝澤

　
奈
美

　

昨
年
度
ま
で
本
郷
図
書
館
の
司

書
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
に
は
料
理
本
や
育
児

本
、
園
芸
本
や
雑
誌
な
ど
書
店
で

見
か
け
る
本
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

眺
め
る
だ
け
で
も
楽
し
い
の
で
是

非
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
と
嬉

し
い
で
す
。
島
内
に
関
し
て
は
全

く
の
新
人
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

島
内
地
区
担
当

保
健
師

小
澤
　
詩
歩

　

４
月
か
ら
島
内
地
区
担
当
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
仕
事
で

は
、
訪
問
や
ふ
れ
あ
い
健
康
教
室

等
で
外
に
出
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
休
日
は
家
で
ま
っ
た
り

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
過
ご
す
こ

と
が
好
き
な
イ
ン
ド
ア
派
で
す
。

島
内
出
張
所
　
　

丸
山
　
安
代

　

窓
口
業
務
を
通
し
て
、
島
内
地

区
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
最
近
は
運
動
不
足
の

た
め
歩
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お

す
す
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

が
あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

愛
犬
２
匹
と
遊
び
な
が
ら
、
毎

日
朝
夕
の
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
趣
味
は
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
ナ

ス
の
お
や
き
が
好
き
な
の
で
、
家

で
簡
単
に
美
味
し
く
作
れ
る
コ
ツ

を
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

島
内
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

北
澤
　
絢
子

新
役
員
決
ま
る

☆
町
会
長

　
小　
宮
（
会
計
）�

髙
山　
正
敏

　
高　
松
（
会
長
）�

髙
山　
　
潔

　
島
高
松
（
副
会
長
）�

髙
山　
拓
郎

　
北　
中�

茂
木　
英
二

　
南　
中
（
副
会
長
）�

犬
飼　
孝
佳

　
青　
島�

胡
桃　
孝
好

　
松　
島�

岩
尾　
啓
一

　
新　
橋�

白
木　
好
雄

　
東　
方�

犬
飼　
敏
文

　
町�

久
保
田
修
身

　
北　
方�

濵　
　
雅
雄

　
上
平
瀬�

清
水　
文
隆

　
平
瀬
川
西�

松
尾　
英
志

　
平
瀬
川
東�

胡
桃
沢
武
久

　
下　
田�

逢
澤　
博
光

　
山　
田�

大
沢　
千
尋

　
犬
飼
新
田�

村
山　
俊
雄

　
中　
田�

丸
山
ひ
と
み

　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮�

堀
内　
　
浩

　
小
宮
西�

宮
坂　
健
太

☆
町
内
公
民
館
長

　
小　
宮�

髙
山
太
久
郎

　
高　
松�
窪
田　
恒
幸

　
島
高
松�

�
丸
山　
祐
嗣

　
北　
中�

宮
澤　
重
行

　
南　
中
（
副
会
長
）�

犬
飼　
正
次

　
青　
島�

石
黒　
　
諭

　
松　
島�

小
出　
光
男

　
新　
橋
（
会
長
）　�

山
田　
博
甲

　
東　
方�

犬
飼　
博
文

　
町
（
会
計
）�

河
内　
正
弘

　
北　
方�

山
根　
清
史

　
上
平
瀬�

赤
羽　
雄
次

　
平
瀬
川
西�

丸
山　
徳
義

　
平
瀬
川
東�

望
月　
若
葉

　
下　
田�

逢
澤　
慎
一

　
山　
田
（
副
会
長
）�

丸
山　
廣
登

　
犬
飼
新
田�

河
野　
久
通

　
中　
田�

飯
沼
由
美
子

　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮
（
会
計
補
佐
）�

今
井　
愛
朗

　
小
宮
西�

西
澤　
知
恵

☆
公
民
館
運
営
委
員
会

　
髙
山　
潔�

（
委
員
長
／
町
会
連
合
会
長
）

　
山
田　
博
甲�

（
町
内
公
民
館
長
会
長
）

　
小
松　
幹�

（
島
内
小
学
校
長
）

　
阪
口　
和
彦�

（
松
島
中
学
校
長
）

　
大
澤　
勝
人�

（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
）

　
小
原　
良
成�

（
子
ど
も
会
育
成
会
長
）

　
馬
場　
雄
治�

（
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
）

　
髙
山
扶
美
子�

（
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
）

　
島
村　
公
章�

（
交
通
安
全
協
会
島
内
支
部
長
）

　
宮
川　
幸
登�

（
体
育
協
会
長
）　

　
髙
山　
裕
子�

（
館
報
編
集
委
員
長
）

　
牧
垣　
智
子�

（
図
書
視
聴
覚
委
員
長
）

　
村
山　
俊
雄�

（
文
化
委
員
長
）　

　
清
水　
豊
秋�

（
利
用
者
団
体
代
表
）

☆
館
報
編
集
委
員
会

　
髙
山　
裕
子
（
委
員
長
）

　
川
上　
　
弘
（
全
市
版
）

　
東　
　
洋
子�

三
村
美
津
江

　
髙
山　
沙
織�

三
沢
枝
美
子

　
中
島　
綾
子�

可
児
美
津
子

　
窪
田　
恒
幸�

丸
山　
祐
嗣

☆
図
書
視
聴
覚
委
員
会

　
牧
垣　
智
子
（
委
員
長
）

　
小
原
た
け
子�

髙
山　
桂
子

　
胡
桃
沢
里
香�

犬
飼
美
智
子

　
青
木
美
貴
子

☆
文
化
委
員
会

　
村
山　
俊
雄
（
委
員
長
）

　
高
橋
ゆ
き
美�

茂
木　
博
子

　
茂
木　
英
二�

山
村　
好
子

　
山
岡　
京
子�

浅
澤　
忠
信

　
麻
和　
良
一�

石
黒　
　
諭

　
望
月　
若
葉

　

故
・
栗
田
恒
子
さ
ん
（
令
和

３
年
没
、
享
年
80
歳
）。
公
民
館

文
化
委
員
を
長
年
務
め
、
地
域

の
様
々
な
活
動
に
参
加
し
多
く

の
人
に
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
多
趣
味
な
人
で
も
あ
り

ま
し
た
。
手
芸
や
押
し
絵
、
和

紙
人
形
、
漆
芸
品
な
ど
を
展
示

し
、
そ
の
人
柄
を
偲
び
ま
し
た
。

栗田恒子遺作展栗田恒子遺作展（４/４～４/ ２８）（４/ ４～４/ ２８）


